
曜日 火

時限 3～4

週 授業形態 小テスト・中間テスト・定期試験

1 登校

2 登校

3 登校 小テスト5点

4 登校 小テスト5点

5 登校 小テスト5点

6 登校

7 登校 中間テスト２０点

8 登校

9 登校 小テスト5点

10 登校

11 登校 小テスト5点

12 登校

13 登校 小テスト5点

14 登校

15 登校 定期テスト50点

　【使用教科書・教材・参考書】　 

メイク道具一式・筆記用具

準備学習
時間外学習 日頃から自宅でのセルフケアに気をつけ、肌の美しさを保ちましょう！

評価方法
●習熟度　 　：　１００点（到達目標に対する成長具合や習熟度）
◇出　　　席　：　ＴＳ・実践・ＴＢ・ＨＭ・ＢＲ・国Ｂは７０％以上、美容師は出席率８０％以上（下回る場合は単位認定は無し、Ｅ評価となる）
◇合　　　否　：　６０点以上で合格（Ａ：１００～９０　Ｂ：８９～８０　Ｃ：７９～７０　Ｄ：６９～６０）　否（Ｅ：評価資格喪失、Ｆ：５９～０）　、
　　　　　　　　　　実習や習熟度が測れないものについてはＳ・Ｕ評価

受講生への
メッセージ

美容部員は自身の肌管理も重要になってきます。説得力のあるカウンセリングができるよう日頃から
お手入れやベースメイクの研究を重ねてください。

お客様のお悩みに合わせたベースメイクアドバイス　定期試験

部分用下地の使い方（セルフメイク実技）

コントロールカラーの使い方（セルフメイク実技）

マット肌の作り方（セルフメイク実技）

授業内容総復習（セルフメイク実技）

基本のファンデーションでのカバーの仕方（相モデル実技）

透明感のあるツヤ肌づくり（相モデル実技）

お悩み別スキンケアアドバイス（乾燥が気になる方）相モデル実技

お悩み別スキンケアアドバイス（毛穴が気になる方）相モデル実技

お悩み別ベースメイクアドバイス（毛穴が気になる方）相モデル実技

お悩み別ベースメイクアドバイス（くすみが気になる方）相モデル実技

お客様のお悩みに合わせたベースメイクアドバイス　定期試験練習

コットンパックのやり方〜ツヤ肌作りのコツ（セルフメイク実技）

教員 永岡
【教員実

務経験】

百貨店にて美容部員経験を積み、講師業の他、日本化粧品検定協会認定講師として

美容コラムの執筆活動を行なっている。

【到達目標】

お客様のご要望に沿った提案ができる美容部員になるために、スキンケア〜ベースメイクの手順やアイテムの使いこなし方をマスター
する。

　【授業の学習内容】

ブランドごとのスキンケア・ベースメイクアイテムの特徴を知る。
それぞれのアイテムの使いこなし方をセルフメイク&相モデル実技で知る。

授業計画・内容

スキンケアの大切さを知る（セルフメイク実技）

クレンジング〜スキンケアのやり方（セルフメイク実技）
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2025年度　科目別　授業計画（シラバス）

科目名  スキンケア&ベースメイク
必修
選択

選択 年次 1 開講区分 ２セメスター（後期）

学科・専攻 トータルビューティ科
授業
形態

演習
単位
時間


